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災害時における帰宅困難者の受入れ等の協力に関する協定書 

 

 伊賀市（以下「甲」という。）と株式会社伊賀（以下「乙」という。）とは、地震や台風、洪

水その他の自然災害が発生し、または発生する恐れがある場合、もしくは緊急事態が発生し

た場合（以下「災害時」という。）における、乙の管理する施設への帰宅困難者の一時的な受

入れについて、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、災害等に起因して、帰宅困難者が発生した場合において、地域の混乱

を回避するとともに、帰宅困難者の安全を確保するため、甲が実施する応急対策活動に対

する乙の協力に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 （定義） 

第２条 この協定において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。 

 一 帰宅困難者とは、災害等の発生により、公共交通機関が広範囲に運行を停止し、当分

の間、復旧の見通しがない場合において、徒歩で帰宅することが困難な者をいう。 

 二 一時滞在施設とは、帰宅困難者を一時的に受け入れる施設をいう。 

 三 施設管理者とは、一時滞在施設を管理する事業者等をいう。 

 

 （一時滞在施設の提供） 

第３条 乙は、甲の要請に応じ、乙の管理する施設を可能な範囲で、一時滞在施設として提

供することに同意する。 

 

（協力内容） 

第４条 甲は、災害発生時に必要と認めるときは、この協定に基づき乙に対し、次に掲げる

事項の全部または一部について、協力を要請することができる。 

 一 帰宅困難者に対し、前条の受諾をした区域について、一時滞在施設として開設し運営

すること。 

 二 帰宅困難者に対し、乙が提供可能な飲料水、食料、毛布等を提供すること。 

 三 トイレ、入浴施設等の衛生設備を提供すること。 

 四 帰宅困難者に対し、一時滞在施設として開設している旨の表示をすること。 

 五 前各号に関して必要な人員を確保すること。 

 六 その他乙が帰宅困難者受入れ等に関して協力できる事項。 

 

（開設の要請） 

第５条 甲は、帰宅困難者の一時滞在施設の開設が必要となった場合には、乙に対して、そ

の全部又は一部を一時滞在施設として開設し、運営することを要請するものとする。 



２ 甲は、乙に対する要請について、災害の状況及び協力を要請する事由、現場責任者及び

その他必要事項等を記載した協力要請書（別記様式１）を提出するものとする。 

３ 乙は、甲から協力要請書（別記様式１）の提出があった場合には、施設内の安全点検を

実施し、帰宅困難者の受入れの可否等について、帰宅困難者一時受入れ回答書（別記様式

２）により回答するものとする。 

４ 前項の規定に関わらず、甲は緊急を要するときは、口頭により乙に要請を行うことがで

きる。ただし、後日速やかに協力要請書（別記様式１）を提出するものとする。 

５ 第１項の要請に基づく受入期間は、原則３日以内とする。 

 

 （施設の運営） 

第６条 乙は、この協定に定める事項以外の事項については、「大規模地震の発生に伴う帰宅

困難者対策のガイドライン（内閣府（防災担当））」に沿って、運営を行うものとする。 

 

 （受入れの解除） 

第７条 乙は、次の各号に該当する場合、一時滞在施設を閉鎖し、かつ、帰宅困難者の退去

を求めることができるものとする。 

 一 甲が、公共交通機関の運行再開等により、一時滞在施設の必要がなくなったと判断し、

乙に連絡した場合 

 二 乙の施設が非常用電源の燃料枯渇等のより、当分の間停電が継続することとなり、乙

が、一時滞在施設としての運用が困難だと判断し、甲に連絡して了承された場合 

 三 乙の施設管理者が一時滞在施設としての安全管理を実施した結果、一時滞在施設とし

ての安全を管理できないと判断し、甲に連絡して了承された場合 

 四 その他、甲及び乙が双方協議の上、一時滞在施設として閉鎖する必要があると認めた

場合 

２ 甲は、前項の規定による帰宅困難者の受入れが終了した場合において、なお正当な理由

なく乙の施設から退去しない帰宅困難者がいるときは、乙と協力し、帰宅困難者の退去を

指示するものとする。この場合において、甲は当該帰宅困難者の事情を考慮するものとし、

適切な場所への移動を指示しなければならない。 

 

 （費用負担） 

第８条 乙は第５条第１項の要請に基づき実施した帰宅困難者の支援に要した費用について、

甲に報告するものとする。 

２ 甲は、前項の費用について、甲乙協議の上、乙に支払うものとする。 

 

 （損害賠償） 

第９条 乙が第５条第１項の受諾をした場合において、帰宅困難者が施設等に損害を与えた

場合の復旧等に係る経費は、乙が損害を与えた者に直接請求するものとする。この場合に

おいて、損害を与えた者が特定できない場合は、甲乙協議の上、経費負担について定める



ものとする。ただし、災害により生じた損害については、この限りではない。 

２ 乙が第４条各号の協力を行うときに、安全配慮義務を果たしたにも関わらず発生した損

害の責任は、乙には及ばない。 

 

 （災害補償） 

第 10 条 第４条各号に掲げる業務に従事したことにより死亡、負傷、疾病、又は障がいの状

態となった者又はその遺族に対する損害賠償については、労働者災害補償保険法（昭和 22

年法律第 50 号）その他法令によるものとする。 

 

 （災害時の情報共有） 

第 11 条 甲及び乙は第 5 条第 5 項に規定する協力期間中に得た情報を相互に提供し合い、

情報の共有化に努めるものとする。 

 

（守秘義務） 

第 12 条 乙は第 4 条第 1 項各号に掲げる事項への協力中に知り得た個人情報を甲以外の者

に漏らしてはならない。また、要請期間が満了した場合も同様とする。 

 

 （平常時からの備え） 

第 13 条 乙は、災害時における円滑な協力体制が図れるよう、平常時から災害への備えに万

全を期すとともに、甲が行う防災訓練等に協力する。 

２ 甲及び乙は、この協定に関わる災害時緊急連絡先（別記様式３）を取り交わすこととす

る。 

 

 （有効期間） 

第 14 条 この協定の有効期間は協定締結の日から令和９年３月３１日までとする。ただし、

期間満了の２か月前までに甲及び乙のいずれからも何らかの申出がないときは、更に１年

間延⾧するものとし、以後も同様とする。 

 

 （協議） 

第 15 条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関する疑義については、甲乙協議の上、

定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 



 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙双方署名押印の上、各１通を保

有する。 

 

 

 

 令和   年   月   日 

 

                     三重県伊賀市四十九町３１８４ 

                   甲 伊賀市 

                     伊賀市⾧ 

 

 

                     三重県伊賀市西明寺２７５６－１０４ 

                   乙 株式会社伊賀 

                     ヒルホテル サンピア伊賀 

 



※別記様式１ 

 

年  月  日 

 

 

協 力 要 請 書 
 

 

災害発生時における帰宅困難者の受入れ等の協力に関する協定書第５条第１項に基づく協

力要請をいたします。 

 

 

            様 

                       伊賀市⾧ 

 

１．災害の状況及び協力を要請する事由 

 

 

 

 

 

 

２．現場責任者 

職・氏名 電話番号・ＦＡＸ 

  

 

３．その他必要事項等 

 



※別記様式２ 

 

伊賀市⾧ 様 

 

株式会社伊賀 

 

帰宅困難者一時受入れ回答書 
 

 災害発生時における帰宅困難者の受入れ等の協力に関する協定書第５条第２項に基づく帰

宅困難者の受入れ等について、次のとおり回答します。 

 

（※該当するものに☑） 

□ 受入れ可能 □ 受入れ不可能 

⑴ 受入れ可能人数（概数） 

 

⑵ 受入れ可能な場所 

 □ 客室 

 □ 会議室 

 □ レストラン 

 □ その他（            ） 

 

⑶ 協力可能な内容 

 □ 水道使用  □ トイレ使用 

 □ 食料    □ 毛布 

 □ その他（            ） 

 

⑷ 協力可能な期間 

  年  月  日  時  分から 

  年  月  日  時  分まで 

 

受入れが困難な事由 

□ 施設の被災 

□ 宿泊施設等の容量 

□ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

現場責任者 

職・氏名 電話番号・ＦＡＸ 

  

 

その他必要事項等 



※別記様式３ 

 

年度 災害時緊急連絡先 
 

年   月   日現在 

 

【協定名】災害時における帰宅困難者の受入れ等の協力に関する協定 

協定先： 

昼間の連絡先（勤務時間内） 夜間及び休日の連絡先 

担当部署  担当部署  

ご担当者  ご担当者  

電話番号  電話番号  

ＦＡＸ  ＦＡＸ  

代表者様の職・氏名  

ご担当者の部署・職・氏名  

備 考 

 

 

 

 

 

 

伊賀市 

昼間の連絡先（勤務時間内） 夜間及び休日の連絡先 

担当部署 観光振興課（商工観光班） 担当部署 観光振興課（商工観光班） 

電話番号  電話番号  

ＦＡＸ  ＦＡＸ  

※夜間及び休日の場合は警備員又は日直が対応後担当部署へ連絡 

 

 

 


